


西湘のビデオ屋稼業⑤「再生不良てんまつ記」 
   高橋 昌一 

（かなり個人的印象の含まれた私文ですが）  

   

●「今回、再生できないのが多いわよねぇ～」 1 月下旬、とある幼稚園の主任先生の一言か

ら始まる再生不良顛末記。 

２月の会報でも触れたが太陽誘電後のＤＶＤや、同じく終売となった国内某メーカーブラン

ドＢＤの後釜探し最中の出来事。発売終了の報を受けて事前確保しておいたＤＶＤ、ＢＤの在

庫もそろそろ尽きかけ、結局ほぼ同じタイミングでＤＶＤとＢＤ探しをおこなう事態になって

しまった。くわえて、何かとアドバイス付で良くも悪くも長年付き合っていたデュプリケータ

ー業者の突然の廃業も重なった。（ご存知の方もいられるとは思いますが） 

そんな事態でも、ディスクの購入に関しては数か所とお付き合いがあり、「代替品は大丈

夫！」と気楽に思っていたのが思いのほかてこずることに。 

 

●まずはＤＶＤ。他の日本メーカー(海外製）に目星をつけ何度か購入して見たものの、ある

とき、粗悪品がかなりの割合で混入していたことがあった。その販売会社に確認してみるも、

同様のクレームが来て大変だったと、やや他人事風。次にＢＤ。一応代替品を決めてみたもの

の、新たな再生不良が発生してきた。これには代替したディスクに起因するだろうと想像出来、

このあたりから途方が始まる。 

結局、目視だけでは書き込みの中身まではその品質を確かめようもなく、やむを得ず「書き

込み品質の測定」を行うことにした。つまり「再生出来るもの＝良品」ではなく、「測定数値が

良好＝良品」へと思い切ってカジを切った。そして数メーカーのディスクを数ヶ所から購入し

て試すも、「解決の手はあるのか？」とその測定数値に考え込んでしまうことも度々。それでも

幾つかのＤＶＤ・ＢＤディスクにトライを続けていくうちに今のディスクにやや落ち着いてき

た。納得の数値が出るディスクに出会えるまで、モヤモヤとした時間を費やしたが繁忙期でな

かったことが幸いした。（ディスクは任意抽出して測定。その数値で自己判断。全数測定は当然

非現実的。今後は、「測定は不良返品が発生したときの検証に」と考えています。でも測定数値

ではなくあくまで目安・参考程度に） 

 

●他に着目した点。①所有デュプリケーターの搭載ドライブがメーカーブランドながらも業務

デュプリケーター用途ではないことが判明、全交換した。（搭載ドライブ機種名は簡単に確認で

きることなのだがそれすらしなかった自分にも落ち度はある） 

②ある情報から、マスターＢＤには、再生互換の向上を目的として、後処理を１行程増やした

ものを作成することにした。 

 

●こう書くと、「高橋は随分と再生不良品を出したのだな」と思われるかも知れないが、実際、

再生不可は2～3 の事例を除き、殆どなかった。ただ、肌で感じる太陽誘電後の「このところの

ディスク界は何かがおかしい」との感覚はどうしても消え去らないでいた。 

とにかく品質の程度がはっきりとしないままでの出荷では、「今」は問題なく再生できていて

も、「早めの経年劣化」で再生出来なくなる懸念は残る。品質は個々の顧客と直結する部分。こ

こはやはり最善を尽くしたいところの一つで、今回の「てんまつ」はここにつながっていく。 

 

●現在。使用中のＤＶＤもＢＤも測定結果は常に良好とは限らない。ややの安心感だけ。自分

の中では再燃の懸念は消えていない。それにしても交換前のドライブでもほぼノークレームだ

った太陽誘電のＤＶＤディスクには、品質の高さをあらためて感じました。尚、今回のてんま

つ話は半分のトーンで読んでくださいね。 


